
（報 告）ルート検討委員会が開かれました。 

 第 8 回ルート検討委員会が 2月 23 日（火）、

東京都千代田区飯田橋の当会本部で開催され

た。比較ルートＡ，Ｂ，Ｃ３案のＢルートに似

た線形をもつ「修正Ｂルート」の韓国・対馬区

間の陸上地形、海底地形、平面線形、路線の勾

配、海底部の土被り（トンネル上端から海底ま

での距離）、勾配などについて検討した。 

 

（報 告）ルート検討委員会が開かれました。 

 第 9 回ルート検討委員会が 3月 11 日（木）、

東京都千代田区飯田橋の当会本部で開催され

た。修正Ｂルートの韓国・対馬区間の海底地形

などの情報を元に、対馬側のトンネル坑口や

対馬地上駅のあり方などについて検討した。 

 

（報 告）コジェド（巨済島）および釜山市の

カンソ（江西）地区を視察しました。 

 3 月 22 日（月）に日韓トンネルの韓国側の

出入口候補と想定されるコジェド（巨済島）と

釜山市のカンソ（江西）地区を視察した。日本

側の参加者は当会の野澤太三会長、濱建介副

会長、山岡建雄常任顧問、河野博忠常任理事、

藤橋健次常任理事、大島洋志理事および事務

局員ら計８名である。また韓国側からは社団

法人韓日トンネル研究会のパク・チゴン（朴致

権）事務総長、財団法人釜山発展研究院の

チェ・チグ（崔治國）都市創造本部本部長ら５

名が参加した。 

 一行は午前 8 時に宿泊地である海雲台グラ

ンドホテルからマイクロバスで出発し、韓国

本土側の港ヨンウォン･アンゴルからカー

フェリーでコジェド（巨済島）に入った。コ

ジェドは済州島に次ぎ韓国第２の面積をもつ

島で近年、巨大な造船所などの建設が進み、人

口約 30 万を擁する一大産業地帯に変貌しつ

つある。また日韓トンネルの建設や供用の際

の敷地確保、駅間距離の短縮、効率的な保守や

安全確保、韓国南東部へのアクセスなど重要

な位置を占める島とみられている。 

 一行は現在工事が進められているコジェド

（巨済島）と釜山のカドクト（加徳島）を結ぶ

コガ（巨加）大橋の建設現場付近を尋ね、海岸

の露頭（地層や岩石が直接露出している場所）

を視察した。また島のほぼ中央部にあるコ

ジェシ（巨済市）周辺の地形や地域開発の状況

を視察した。 
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コガ（巨加）大橋の建設現場 



 コジェド（巨済島）視察後、カーフェリー

で韓国本土側に戻り、釜山市のカンソ（江

西）地区を視察した。釜山市はカンソ地区に

巨大な物流基地を造成中で、釜山市を東北

アジアの海洋首都として再生する計画を進

めている。この計画は現在の釜山港の機能

の大方をこの地区で建設が進んでいる釜山

新港に移転して海運の拠点とし、既存の金

海空港および構想中の海上空港による空輸

力アップにより世界的な物流ハブ都市に跳

躍しよういうものである。 

 釜山発展研究院はこのカンソ地区の広大

な敷地を利用し、そこに日韓トンネルの

ターミナルを設置し、貨物の積み替え基地

とする構想を持っている。また日韓トンネ

ル内をＴＧＶなどの高速鉄道やカートレイ

ンで走行し、釜山と福岡を同一経済・生活圏

とする構想を研究中である。一行はビジッ

ターセンターでカンソ地区の現状と開発計

画の説明を受け、また日韓トンネルのターミ

ナル候補地の場所を確認した。 

 最後に一行はカンソ地区を流れる河川「ナ

クトンガン（洛東江）」の河口に行き、そこ

に広がる広大な湿地帯を水鳥の飛来・生息地

として大切に保護している状況を視察した。 

 

（報 告）ルートに関する日韓合同会議が開

かれました。 

 3 月 23 日（火）、財団法人釜山発展研究院

の 9階会議室で、日韓トンネルのルートに関

する日韓合同会議が行われた。この会議は

2008年10月30日に韓国の釜山市で行われた

「日韓トンネル政策セミナー」の際に韓国側

が提案したルートと駅の案（対馬北部から韓

国の加徳島を経て釜山市のカンソ地区を結

ぶ案）を研究し、当会としての意見を加えた

「修正Ｂルート案」を韓国側に提案するため

に行った。 

 会議には日本側からは前日の現地視察に

参加した 8名、韓国側では釜山発展研究院の

チェ・チグ（崔治国）都市創造本部本部長、 

クム・ソングン（琴性根）知識経済本部先任

研究委員、イ・サング博士ら３名、財団法人 

慶南発展研究院のソン・ギオク環境交通研究

室責任研究員、パク・ピョンジュ博士の２名、 

社団法人韓日トンネル研究会のソ・イテク

（徐義澤）共同代表理事、イ・ヨンフム（李

龍欽）共同代表理事、パク・チゴン（朴致権）

事務総長、イ・ドンウク（李東郁）理事の４

名、計９名が出席した。 

 会議は 10 時 30 分に始まり、まず野澤太三

会長がルート選定に関する基本的な考え方
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カンソ地区の開発予定（カドク島と釜山新港の部分） 

海岸の露頭を視察した一行 



として①既存の工法で実現可能なルートであ

ること、②完成後に利用しやすいルートであ

ること、をあげた。次にルート選定の要素とし

て、①水深が浅い部分を通過すること、②駅間

距離が短いこと、③釜山のカンソ（江西）地区

をシャトル基地と貨物基地として利用するこ

と、④韓国のＫＴＸなど高速鉄道がソウルか

ら福岡・大阪まで直行できること、⑤釜山駅近

くとコジェド（巨済島）内に駅を設置するこ

と、⑥物流を考慮して勾配は 15‰までとする

こと、⑦外海での沈埋工法は避けること、⑧土

被りを 100 ｍほどとって不測の事態への対応
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を可能にすること、⑨供用時の効果が高い駅

の配置とすること、などについて説明した。 

 また野澤会長は図－ 1 に示したルート概念

図に沿って描かれた「修正Ｂルート案」の平面

図や縦断図などについて詳細を説明した。 

 次に、釜山発展研究院のチェ・チグ（崔治国）

本部長が釜山市がカンソ（江西）地区で進めて

いる国際産業物流都市造成計画について説明

し、日韓トンネルがその一環として検討され

ていることを報告した。 

 両者の発表の後、一昨年に提案があった韓

国側のルート案と今回日本側が提案した「修

正Ｂルート案」について両案のメリットや課

題などについて検討した。このような検討は

今後とも必要に応じて行われる。 

 

（記事紹介）日韓トンネル計画に関連する新

聞・雑誌記事を紹介します。今回は次の１点

です。 

・トンネルと地下 2010年1月号 p.43-49  

 図ー１ 日韓トンネルのルート概念図（対馬・韓国間） 

財団法人釜山発展研究院で開かれた日韓トンネルに関する日韓合同会議 

（抜 粋） 
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